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１．研究計画の概要 
 (1)新規鉄及びコバルトフタロシアニン
（Pc）を用いた触媒反応の開拓 
  (2)ピロールの替わりに６,７員環またはピ 
 レン環を導入した Pc 誘導体の合成と物性 
 (3)  Pc 誘導体の半分の単位を有する 
 BODIPY の合成と物性 
 (4)フルオロアルキル基を有するサブフタ
ロシアニンの物性と特性の評価 
 
２．研究の進捗状況 
 (1)一つの Pc のベンゼン環に、フェニル基を
介してカルボキシル基を 16 個導入した水溶
性の鉄、およびコバルト Pc を合成し、単層
炭素チューブに修飾し、アミン酸化に対する
触媒能の微調整を行った。また単層炭素チュ
ーブに修飾した、電子吸引期を有する鉄及び
コバルト Pc を用い、酸素の電気化学的還元
能を調べた 
 (2)出発原料の一つに 1,8−ジシアノナフタレ
ンを用い、この単位が一つ、或は２つ導入さ
れた PC 誘導体を合成し、導入数が増える程
骨格の歪みが増し、更に吸収が長波長の近赤
外領域に迄伸びる事を示した。また炭素を３
つ介してシアノ基２つ有する化合物をシュ
ッパツ原料とする事により、この単位が一つ
導入された Pc 誘導体を合成した。導入され
ると中心金属の周りには３つのピロール環
と一つの７員環が存在する事になり、７員環
部は Pc 面に対してほぼ垂直になった。 
また 1,8−ジシアノナフタレンを一つ導入し
たサブ Pc は、ドーム型をしており、吸収が
やはり近赤外領域に迄達した。 
ピレン環を導入したサブ Pc は、ピレンによ
る疎水性増大のため、フラーレンと共結晶し、
固体状態で包接型に結晶化した。 
 (3)BODIPY は Pc の半分の構造を有してお
り、その発色機構が Pc に似ている。そこで
師範の化合物から１段階でアザ BODIPY を
合成する方法を確立し、置換基の種類を変え
る事により吸収波長の調節が出きる事を示

した。 
また、応用としてある種の BODIPY が水銀
イオンに対してのみ高いセンサー機能を持
つ事を示した。 
(4)フルオロエトキシ基を有するPcとサブPc
を合成し、他の置換基を有するこれらの化合
物との超臨界ニ酸化炭素中への溶解度を調
べた。フルオロエトキシ基を有する化合物の
みが超臨界ニ酸化炭素に溶解した。 
またフルオロエトキシ基は電子吸引性であ
るため、サブ Pc の軸配位子の置換活性を増
大させ、軸配位子の変換を容易にした。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。。 
(1) 鉄およびコバルト Pc で水溶性の物は少
なく、新しい Pc 錯体を合成するにはアイデ
アが必要であり、２つの新規骨格を合成でき
たのは予定通りである。 
(2) 難しいテーマで、化合物の安定性等も考
えるとモノマー錯体としてのテーマはほぼ
終わったと考える。 
(3) 数年前世の中で注目されているBODIPY
の一段階合成法を発表して以来、このテーマ
をやろうと思って来た。生成物の吸収が長波
長に現れる物程化合物が不安定に成る傾向
があり、安定と思われる主要な構造はやり尽
くした。思った通りの進展である。応用研究
が発表できたのも良かった。 
(4)このテーマはモノマーに関しては完結で
ある。フッ素のついた Pc が超臨界ニ酸化炭
素 100％中に溶ける事を発見したが、これは
錯体として初めての例である。サブ Pc の軸
配位子の活性が上がる事を示せたので、これ
は今後の分子デザインに応用が効く。 
 
４．今後の研究の推進方策 
テーマ毎に以下が考えられる 
(1) 触媒活性がある金属としては他にマン
ガンがあるのでそちらを試行する価値があ
る。 
(2)モノマーに関するテーマはほぼ完了した
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ので、次は編面ダイマーno 作成と性質の探求
である。 
(3)電子吸引性、或はクラウン単位を導入し
カチオンで２量化する BODIPY、或はセンサー
能力のある BODIPY の開発が望まれる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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